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容器包装詰低酸性食品の取扱いについて（案）  

1 容器包装詰低酸性食品   

pHが〈と．6を超え、かつ、水分活性が0．94を超える容器包装詰の食品  

2 容器包装詰低酸性食品によるボツリヌス食中毒の防止対策   

く管理措置（案）＞  

容器包装詰低酸性食品の原材料の処理及び当該食品の製造において、以   

下に示す方法笠により、①当該食品中のボツリヌス菌を除去する、②ボツ   

リヌス菌の増殖を防止する、又は③ボツリヌス毒素の産生を防止する、の   

いずれかの措置を講じること。   

○ 中心部の温度を120℃で4分間加熱する方法又はこれと同等以上の効力   

を有する方法での加熱殺菌   

○ 冷蔵（10℃以下）保存   

○ 適切な常温流通期間の設定  

3 今後の方針案   

容器包装詰低酸性食品によるボツリヌス食中毒を防止するため、上記2の  

内容について、速やかに関係者に対し指導を行う。   

また、今後、容器包装詰低酸性食品について、上記2の内容の規格基準を設  

定することについて、食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼する。   



アフラトキシンのリスク評価に関する   

国際的動向と我が国の現状  

国立医薬品食品衛生研究所  

衛生微生物部  

小西良子  

2（）083，11  食品規格部会  

今日お話しすること  

＞第68回FAO／WHO合同食品添加物専門家会議  
（JECFA）における木の実のアフラトキシン暴露評価   

＞各国のアフラトキシン規制の現状   

＞ わが国の調査研究の状況  

（平成16－18年度厚生労働省科学研究費報告）   

＞今後の課題  

2008311  食品規格部会   



アフラトキシン   

Apち  AFGI  AFち  

l  

大量摂取（肝臓障害）  

2004年ケ＝ア】I一名中I25名死亡  
I9丁4年インド引け名中I00名死亡   

啓亡  

長期疇性贋鴨  

居畿性肝臓ボン（lAR¢クラスI）  

20083．11  食品規格部会  

コーデックスでのカビ毒規制  

■トータルアフラトキシン   

未加エビーナッツ  15い釘kg  

■アフラトキシン Ml   

牛乳  0．5トLg此g   

■バツリン   

リンゴジュース   

2008．3．11  

50トIg／kg   

食品規格部会   



木の実のアフラトキシン規制への  

涜れ  

1．第36回CCFAC一未加工・加工アーモンド、へqゼルナツツ、   
ピスタチオを対象に基準値15日g／kg（トータルアフラトキシ   

ン：TAF）を提案 Step3  

2．第37回CCFAC－ALALAの法則に従い基準値を設定するこ   
と、Treenutの汚染防止を議論  

3，第38回CCFAC European Communityを中心に   
ready一ヒ0－eattreenutに関してWorkinggroupを設立。   

JECFAにready－tO－eattreenutの暴露評価を諮問   

（TAFの基準値として4，8，10，15LJg／kgを検討）  

4．第1回CCCFで上記の基準値に20pg／kgを考慮に加えること   
を第68回JECFA（2007年6月開催）に諮問  

食品規格部会  2008 3 11 

2008．311  
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】ECFAにおける暴露評価手順  
1．摂取量およびカビ毒汚染量のデーターベース  

G】obaJEnvironmentMonitorirLgSystem／FoodContamination  

MonitoringandAssessmentPr・Ogramme（GEMSFOOD）   

2・基準値秦のシナリオを複数作る（TÅFとして、4．8，10′15．20帽／kg）   

3．各シナリオから推定された暴露量を用いてリスク評価する。  

発ガンリスク高い  

l  

頻度  

＋こ  

（g／day） ●井暮（仙■ko） （g／day）  t且の椚  
れピ■の再論暮  

2008，3＿11  食品規格部会  
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0．17  

Tree nuts（アーモンド，ブラジルナッツ′ヘーゼルナッ  

ツ′ピスタチオ）および乾燥イチジクの基準値設定に  

よるインパクトの検討（2007JECFA）   

－ GEMSFOODからの統計結果  

全食品からのアフラトキシン暴露tにおいて、treenutからの暴露暮は  

1－5％に過ぎない。   

・treenutのトータルアフラトキシン基準値シナリオを20′15．10．8，4   

ug／kgに設定   

各シナリオに設定したときの暴露暮を比較する（インパクト）  

食品規格部会   2008．3．11  



E U  
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諸外国でのアフラトキシンの基準値  

トータルアフラトキシンで鶏崩しているE臥 アメリカ．カナダ．  
【Uなど丁¢力巨（うち 引力軌量 アフラトキシン81鶏銅と供用）  
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暮準傭  

アフラトキシン81のみを鶏■している■l暮．中電．■百．ロシアなど十■カ■   

2008．311  食品規格部会  15  

わが国のアフラトキシンのリスク評価  
（平成帽一川年度 ■生労●科事研究書♯）  

／汚染実＃  

／基準値豪  
（トータルアフラトキシンYSアフラトキシン8り   

／轟■辞書  

食品規格都会  2008．3．11   
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卒研先の目的  
◆わが国のアフラトキシンの暴轟評価を行う  

◆トータルアフラトキシン基準値案による暴露量を  

検討する  

案
1
 
2
 
3
4
 
 

アフラトキシンBl   

lO〃g／kg   

4〃g／kg   

lO〃g／kg   

lO〃g／kg  

トータル  

なし  

8〃g／kg  

15〟g／kg  

20〃g／kg  

◆現状におけるアフラトキシン81の発ガンリスク評価を   

行う  

2（）08311  食品規格部会  

実態調査対象食品目  

（平成16－18年虔）  

＞陽性   

チョコ   

ピスタチオ   

はと卓   

モぱ粉   

香辛料   

ココア   

ピ⊥ナッツパター   

アーモンド   

コーングリッツ   

甜農油  

2008311  

＞陰性  

こめ  

ポップコーン  

豆がし  

コーンフレーク  

生トウモロコシ  

スイートコーン  

そば  

せんべい  

ビール  
計昆  食品規格部会  
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規制値シナリオのシミュレーション  

■結果：さパーセンタイルの値（単位ng／体重1Kg／1day）の比較  

90％  95％  97．50％  99％  99．50％  99．89％  99．90％   

：4total：8   0．001  0．003  0．009  0．047  0．270  1．033  1．884   

：10total：15   0．001  0．004  0．009  0．049  0．293  1．103  1．961   

：10total：20   0．001  0．003  0．009  0．049  0．295  1．100  1．963   

：10total：規制な  0．001  0．004  0．010  0．051  0．315  1．168  2．067  

」コア  

それぞれさほとの蓋はない。  

食品規格部会  2008311   21  

0．00007  

0．00007  

0．00007  

22  
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＞3年間の通年実漕調査で得られたわが回でのアフ   
ラトキシンの暴産量は、○乱5％タイルにおいても   
0．315ng化g／dayであった。   

＞4つの基準値雇ではほとんど暴露量に違いは認め   
られなかった。  

＞しかし発ガンリスクにおいて現状においても非常   
に低いことが明らかになった。  

2008．3．11  食品規格部会  

今後の課題  

・トータルアフラトキシンとして基準値を   

設定すべ書か？  

・ コーデックスの基準値とのハーモナイ   
ゼーション  

・ 輸入食品中のアフラトキシン別，82，   
Gl，G2の組成の変化  

2008．3．11  食品規格部会  
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